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（方法） 著者は、大学生を対象として研究 1から研究 3まで実験を行っている。研究 1および研究 2








Index）を用いている。研究 3では、反応性制御と順向性制御、文脈処理の測定に Emotional AX-CPT、




































また Emotional AX-CPT などの著者によって開発された新しい実験パラダイムによって得られた知見
は、精神疾患の発生や維持のメカニズムを明らかにするうえで学術的に重要な知見であるのと同時に、
また有用な臨床的示唆をも与えていると評価できる。 
平成 31年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
